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 5月は国民支援共闘の呼びかけによる、解雇争議解決の決断を JALに迫る全国統一行動が

取り組まれました。本号では東北・中部での行動を紹介します。 

15日～19日 

 15日昼過ぎ、突然の雷雨の中、新潟伊勢丹前の交差点で宣

伝行動が行われました。「支える会」と「支援共闘会議」2つ

の支援団体がある新潟では、初めての合同宣伝要請行動でし

た。新潟空港では空港所長が要請書を本社総務に渡すと返答

しました。16日から 19日までは新潟市・長岡市・上越市 60

ヵ所のオルグを行いました。かなりの移動距離で建交労の皆

様には大変お世話になりました。 

また「解雇は究極の人格否定だ。労働者は連帯し全力で抗

わなければいけない」との激励を受けました。 

JAL争議 

新潟支援共闘

会議 

「安全第一！JALは解雇した 165名を職場に戻せ！」と書かれた 3色の原告団オリ

ジナル Tシャツを着た 19名が中部国際空港を 1時間 15分間歩き回りました。警察

官から「シュプレヒコールでもするのですか？」と聞かれたり、職務質問された支

援者もいたそうです。初の音無しビラ無しの宣伝行動はとても新鮮で、かつ目立っ

ていたようです。翌日は JALの名古屋支店とセントレア空港支店への要請を行いま

した。それぞれ総務が対応し「本社に伝える」「解雇の事は知っている。見解を述べ

る立場にない。社長に伝える」とのことでした。 

 

～お揃いの Tシャツで練り歩き～ 

JAL解雇撤回

愛知の会 

JAL争議を 

支える会 
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JAL争議を支える 

山梨の会 
 山梨県では初めて甲府駅前で宣伝行動が行われました。 

山梨労連の皆様に感謝いたします。 

不当解雇と闘う 

日航労働者を支

える秋田の会 

24日～25日 

 秋田空港に続く国道沿いでアピール行動の後、加藤麻里県議会議員（支え

る会代表）らによる空港支店と秋田支店に要請を行い、両方とも責任者は不

在でしたが、植木社長に伝えることを確約しました。また、秋田駅前、県庁

前でも宣伝行動が行われました。県庁前では堀井副知事が通りかかり、「頑

張って」と声がかかりました。翌日は秋田県平和労組会議加盟を中心に 16

団体のオルグが行われました。 

JAL闘争を支

える静岡の会 

26日 

 雨が降ったり止んだりの一日、清水駅、草

薙駅、藤枝駅、焼津駅、静岡駅で宣伝行動が

行われました。各駅前とも人通りは少なかっ

たですが、ほとんどの方がビラを受け取りま

した。 

 JAL便が飛んでいない県ですが、静岡県上

空は、よく飛んでいます。 

～勝つまで応援するぞ～ 

 宣伝行動、要請行動にご尽力いただいた皆様、本当にありがとうございました。 

JAL の不当解雇争議の内容、又、今 JAL で何が起こっているのかを、更に多くの方々にお知らせす

ることができました。こんな理不尽な解雇は許しておけない、解決の意志を示さない JAL はおかしい

という世論を作るため原告団は今日も活動を続けています。 


